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Abstract: Permian radiolarian fossils were discovered from red siliceous mudstone of the North

Kitakami Terrane, in the Rikuchu-Seki District, Iwate Prefecture, Japan. This is the first report of

Paleozoic radiolarians from the North Kitakami Terrane. Preservation of the radiolarian fossils are

bad, because the accretionary complex in the district has been affected by contact metamorphism of

Cretaceous granitic rocks. The radiolarian fauna, composed of Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. elegans,

Ps. sp. cf. Ps. simplex, Ps. sp. cf. Ps. sakmarensis and others, indicates early Early Permian (Asselian

- early Sakmarian) in age. It is considered that this radiolaria-bearing red siliceous mudstone was

originally overlain by chert and underlain by basaltic rocks in the reconstructed oceanic plate stratig-

raphy of the Jurassic accretionary complex in Japan.
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要　旨

　岩手県陸中関地域に分布する北部北上帯付加コンプ
レックスの赤色珪質泥岩から，前期ペルム紀の放散虫
化石が産出した．本報告は，北部北上帯からの古生代
放散虫化石の初めての産出報告である．本地域の付加
コンプレックスは白亜紀花崗岩類の接触変成作用を
被っており，放散虫化石の保存は不良である．得られ
た放散虫化石群集は Pseudoalba i l le l la  sp .  c f .  Ps .
e legans,  Ps .  sp .  c f .  Ps .  s implex,  Ps .  sp .  c f .  Ps .
sakmarensis などで構成されており，これは前期ペル
ム紀の前期（Asselian - Sakmarian前期）の年代を示し
ている．日本列島におけるジュラ紀付加コンプレック
スの一般的な海洋プレート層序の岩相と年代の関係に
照らし合わせると，この赤色珪質泥岩は堆積時には玄
武岩とチャートの間の層準に位置していた可能性が高
いと考えられる．

１．はじめに

　北部北上山地には，緑色岩・石灰岩・チャート・泥
岩・砂岩及びこれらの混在岩からなるジュラ紀付加コ
ンプレックスが広く分布している．かつてこれらの地

質体は，紡錘虫などの石灰岩に含まれる化石の年代か
ら，西から順に北部北上帯（狭義；上部石炭系‐ペル
ム系）・岩泉帯（三畳系‐ジュラ系）・田老帯（ジュラ
系‐下部白亜系）の三帯に区分され，それぞれが葛巻
構造線・田老構造線で接するとされていた（例えば，島津
ほか，1970）．その後，各地の石灰岩・チャートからコ
ノドント化石が産出し（豊原ほか，1980；村井ほか，
1985 など），小貫（1981）はそれらを基に北部北上帯

（狭義）の範囲を岩泉構造線（関‐大平断層）まで延長
あ っ か

し，岩泉帯の残りの部分を安家帯とした．1980年代以
降，砕屑岩から放散虫化石の産出が報告され（例えば，
竹谷・箕浦，1984），各帯の地質体がジュラ紀付加コン
プレックスであることが明らかにされた．大上・永広

（1988）は産出化石の年代と砂岩組成の違いを基に，岩
泉構造線（関‐大平断層）以西を葛巻‐釜石帯（上部
石炭系‐ジュラ系），以東を安家 - 田野畑帯（三畳系‐
ジュラ系）という二帯に区分し直した．本論では大上・
永広（1988）の見解に従い，葛巻‐釜石帯・安家‐田
野畑帯の名称を用い，両帯をあわせた部分を北部北上
帯（広義；単に北部北上帯と記述）と呼称する．
　著者の一人鎌田は陸中関地域の調査研究を進めてい
る．一方，亀高と中江は鎌田より，岩手県下閉伊郡岩
泉町蓬森付近に露出する葛巻‐釜石帯に属する大鳥層
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（杉本，1974）の赤色珪質泥岩の試料提供を受け，前期
ペルム紀の放散虫化石群集を見いだした．これまでに
北部北上帯からは古生代放散虫の産出は知られておら
ず，本論が初の報告となる．この放散虫群集は，北部
北上帯の海洋プレート層序の復元及び地質構造発達史
を考える上で重要な資料となる．そこで本論では，得
られた放散虫化石群集の概要を報告し，それらの示す
年代と地質学的な意義について考察する．

２．化石産出地点の地質概略

　陸中関地域は岩手県久慈市の西方に位置し，葛巻‐
釜石帯と安家‐田野畑帯の境界断層（関‐大平断層）が
本地域西部をNNW-SSE方向に縦走する（Fig. 1）．杉本

かやもり

（1974）は周辺地域を精査し，上部三畳系の茅森層群と
これを不整合に被うジュラ系‐下部白亜系の岩泉層群
からなる岩相層序を確立した．これらの地質体はNW-
SEないしNNW-SSE走向を示し，同方向の軸跡を持つ
褶曲構造をなしている．

き さ わ は た

　茅森層群は見かけ下位の木沢畑層と見かけ上位の
ま ぎ だ い

間木平層に区分される．両層とも石灰岩・チャートを
挟在する泥岩並びに砂岩からなり，石灰岩から後期三
畳紀のコノドント化石を産出する（村田・杉本，1971）．
　岩泉層群は見かけ下位より，沢山川層（玄武岩‐安

�

山岩溶岩・火山砕屑岩），安家層（石灰岩），高屋敷層
（石灰岩・チャートを挟在する泥岩及び砂岩泥岩互層），

か っ せ ん ば

関層（チャート・珪質泥岩・泥岩），合戦場層（チャー
トを挟在する砂岩泥岩互層），大鳥層（チャート）に区
分されている（杉本，1974）．杉本（1974）によると，
沢山川層と安家層，並びに合戦場層と大鳥層がそれぞ
れ整合関係である以外は，地層の層序関係は断層であ
るとされている．一方，大上・永広（1988）は，岩泉
層群のうち整合関係にあるのは沢山川層と安家層のみ
で，他は互いに断層関係であるとみなし，NNW-SSE走
向の断層による同一層の繰り返しがあると考えた．ま
た，大上・永広（1988）の区分に従えば，沢山川層・安
家層・高屋敷層・関層（東列）が安家‐田野畑帯に，関
層（西列）・合戦場層・大鳥層が葛巻‐釜石帯に属する
と考えられる．このように，陸中関地域の中・古生界
は各層の層序や構造関係などに不明な点が多く，層
序・地質構造・年代についての再検討が必要である．
　陸中関地域周辺の岩泉層群から産出した化石は以下
の通りである．安家‐田野畑帯に区分される地域では，
沢山川層の石灰岩から中生代型の石灰藻（杉本，1974）
が，安家層の石灰岩から三畳紀コノドント（豊原ほか，
1980；村井ほか，1985 など）が産出している．高屋敷
層の石灰岩からは珊瑚・層孔虫の報告があり（島津ほ
か，1970），チャートから三畳紀コノドント（豊原ほか，

第 1 図　北部北上帯の地質概略図．
    Index map of the North Kitakami Terrane.Fig. 1
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1980；村井ほか，1985 など）が産出している．また，
高屋敷層中の見返橋礫岩の石灰岩礫からペルム紀紡錘
虫・鳥ノ巣型珊瑚・層孔虫などが記載されている（小貫，
1969）．葛巻‐釜石帯に区分される各層からは，チャー
ト及び珪質泥岩からペルム紀‐後期三畳紀コノドント

（豊原ほか，1980；村井ほか，1985 など）の産出が知
られている．なお，コノドントの示す年代について，初
出の諸論文では単にペルム紀と記載されているが，そ
の後，大上・永広（1988）はこれらを後期ペルム紀で
あるとしている．その他に，合戦場層から植物化石の
破片が産出している（杉本，1974）．更に最近では，関
層の泥岩から後期ジュラ紀の放散虫化石の産出が初め
て報告された（中江・鎌田，2003）．
　

３．珪質泥岩試料

　今回放散虫化石を産出した岩石試料の採取地点は，
陸中関地域の南西部（岩手県下閉伊郡岩泉町蓬森西方）
に位置し，南南東に流れる安家川から支流沿いに北東

方に約1.3 km遡行した地点（標高860 m）である（Fig. 2）．
安家川河床からこの地点までは，わずかに珪質泥岩を
伴う層状チャートが露出しており，本地点周辺は大鳥
層（杉本，1974）の分布域に相当する．放散虫化石を
産出した珪質泥岩は，見かけ上は大鳥層のチャートに
挟在されるようである．しかしながら露頭欠如のため，
両者の直接的な層序関係を確認するには至っていない．
　珪質泥岩試料は赤褐色‐赤紫色を呈し，切断面には
数mm‐数cmの葉理が認められる．鏡下では，やや珪
質な部分とやや泥質な部分が葉理を形成しているのが
観察される（Fig. 3A）．微細な石英や粘土鉱物などか
らなる基質に，放散虫や海綿骨針などの化石粒子がお
おむね葉理と平行に配列している．放散虫や海綿骨針
の内部は再結晶化した細粒な石英で充填されており，
基質を構成する石英粒子も，通常の珪質泥岩の基質を

第2図　陸中関地域のペルム紀放散虫化石産出地点．国土地
　理院発行の２万５千分の１地形図「安家森」を使用．
   Locality map showing the occurrence of Permian radiolarian
   fossils from the Rikuchu-Seki District. Base map is from
   1:25,000 topographic map "Akkamori" published by Geo-
   graphical Survey Institute of Japan.

Fig. 2

第3図　珪質泥岩の薄片写真（単ポーラー）．Ａ）珪質泥岩は
　やや珪質な部分（写真の上部）とやや泥質な部分（写
　真の下部）からなる．中央の石英脈はスタイロライ
　トによって切られている．Ｂ）前期ペルム紀型の
　Pseudoalbaillella 属の放散虫（矢印）．
   Thin section photomicrographs of siliceous mudstone
    (plane-polarized light). A) Siliceous mudstone consists of
    slightly siliceous part (upper half of the picture) and slightly
   muddy part (lower half). A quartz vein (center of the picture)
   is cut by a stylolite. B) Early Permian-type Pseudoalbaillella
   (arrow).

Fig. 3
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なす石英粒子に比べて再結晶化の影響でやや粗粒化し
ている．化石粒子と基質の境界は不鮮明である（Fig. 3B）．
岩石片の仮像らしき粒子も認められるが，すべて微細
な石英などに置換されている．基質の粘土鉱物は泥質
部で多く含まれており，場所により定向配列をなして
いる．微細な不透明鉱物が散在するほか，細粒なヘマ
タイト粒子も含まれており，これが赤色を呈する要因
の一つと考えられる．基質は多数の脈によって貫かれ
ており，大部分の脈は細粒石英から構成されているが，
不透明鉱物や微細な褐色の鉱物が伴われる場合がある．
また，基質にはまれにスタイロライトが認められるが，
スタイロライトは石英脈を切る場合と切らない場合が
ある（Fig. 3A）．石英の再結晶化などは，白亜紀花崗岩
類の貫入による熱変成を被ったためと考えられる．

４．放散虫化石

　珪質泥岩試料2個を4%フッ化水素酸溶液に24時間浸
し，残渣をボルティングクロス（目開き約 65 μm）等
を用いて回収した．上記の作業を合計4回繰り返し，集
めた残渣に水と過酸化水素水を加え約 30 分間煮沸し，
化石をクリーニングした．残渣を乾燥させた後，双眼
実体顕微鏡下で放散虫化石などを拾い出して電子顕微
鏡で観察した．
　2 試料のうち 1 試料（試料 RS-02）から同定可能な放
散虫化石と，海綿骨針やコノドント化石の破片が得ら
れた．放散虫化石はいずれも保存状態が悪く，個体表
面の石英粒子は再結晶化が進み，結晶の径が10μmに
達する場合がある．しかしながら，表面装飾や内部構
造が失われていても，外形的特徴からある程度の同定
が可能な属種が多数ある．電子顕微鏡観察の結果，
Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. elegans，Ps. sp. cf. Ps.
simplex， Ps. sp. cf. Ps. scalprata，Ps. sp. cf. Ps.
longicornis，Ps. sp. cf. Ps. sakmarensis，Ps. sp. cf.
Ps. chilensis，Ps. spp.，Latentifistula spp.，Ishigaum ?
sp. を同定することができた（Fig. 4）．
　Ps. elegans，Ps. simplex と Ps. longicornis は，
Ishiga and Imoto（1980）によって丹波帯の層状チャート
から記載された種である．Ps. elegans は，segmentationの

ない非常に長いpseudoabdomenが特徴とされ（Ishiga
and Imoto, 1980），apertural marginには大きなslitが
ある（Ishiga et al., 1984）．本試料から得られた個体

（Figs. 4.1-4.4）はいずれも wing が折れて失われてお
り，slitも確認できない．Pseudoabdomenが直線的に
伸びた個体が多いが，まれにIshiga et al.（1984）が図
示したような末端部で弓状に曲がった個体も産出して
いる（Fig. 4.4）．
　Ps. simplex は Pseudoalbaillella 属の中では小型で，
segmentationのないシンプルな形態をしている．得ら
れた個体（Figs. 4.8-4.14）はいずれも，wing が根元の
部分しか残されていないが，全体の大きさや ap ica l
cone/pseudothorax/pseudoabdomenの比率から，Ps.
sp. cf. Ps. simplex とした．
　Ps. longicornis も小型で，全体長に対して相対的に
長い apical cone，小球状の pseudothorax とそこから
斜め下に伸びた2本のwing，非常に短いpseudoabdomen
からなる（Ishiga and Imoto, 1980）． Fig. 4.7に示した
個体は保存が悪いため，wing は根元しか残っておら
ず，apical cone の segmentation も確認できない．
　Ps. scalprata は Holdsworth and Jones（1980）に
よってアメリカ合衆国・ネバダ州のHavallah層から記
載された種で，前期‐中期ペルム紀の代表的な放散虫
の一つである．彼らの記載した個体は大きくて目立つ
apical coneを持ち，球状ないし三角形に膨らんだpseudo-
thorax から短い刃状の wing が伸び，pseudoabdomen
が非常に短いのが特徴である．今回 Ps.  sp .  c f .  Ps .
scalprata と同定した個体は pseudoabdomen がやや長
く，このうちの一つ（Fig. 4.5）は，Ishiga et al.（1984）
がPs. sp. aff. Ps. scalprataとした種に形態が類似して
いる．
　Ps. sakmarensisはKozur（1981）によって，ロシア・
ウラル地域でアンモナイトにより年代がSakmarianと
決定された試料から産出・記載された種で，左右非対
称の長い wing，3 つの segmen t からなる曲がった
pseudoabdomenや，横向きのapertural marginなどが
特徴とされる．本試料から得られた個体（Figs. 4.15-
17）には wing はほとんど残されていないが，pseudo-
abdomenが3つのsegmentに区切られていることが観

第 4 図　陸中関地域の珪質泥岩から産出したペルム紀放散虫化石．スケールバーは 100μmを示す．
   Early Permian radiolarian fossils from siliceous mudstone in the Rikuchu-Seki District. All scale bars indicate 100 µ m.

   1-4. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. elegans Ishiga and Imoto
   5-6. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. scalprata Holdsworth and Jones
   7. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. longicornis Ishiga and Imoto
   8-14. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. simplex Ishiga and Imoto
   15-17. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. sakmarensis (Kozur)
   18-21. Pseudoalbaillella sp. cf. Ps. chilensis Ling and Forsythe
   22-24. Pseudoalbaillella spp.
   25-26. Latentifistula spp.
   27. Ishigaum ? sp.

Fig. 4

→
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察できる．pseudoabdomen は Fig. 4.15 の個体のよう
に， dorsal側に一旦曲がった後に末端部がventral側に
曲がっている．また，Kozur（1981）の図示した個体
よりも aperture が小さいようである．
　Ps. chilensisはLing and Forsythe（1987）によって
チ リ 南 部 の 下 部 ペ ル ム 系 か ら 記 載 さ れ た 種 で ，
pseudoabdomenの末端が釣り針状に曲がるのが特徴で
ある．Ps. u-forma に似ているが，Ps. u-forma のよう
に pseudoabdomen がＵ字型に折り返して曲がっては
いない．また，Ps. sakmarensis のようにpseudoabdomen
の segmentation はなく，長い wing も持たない．今回
Ps. sp. cf. Ps. chilensisとした個体（Figs. 4.18-21）は，
Ps. sp. cf. Ps. sakmarensisとした個体によく似ている
が，pseudoabdomenのsegmentationが非常に弱い，ま
たは確認できない． Pseudoabdomenが直線的に伸び末
端部だけが ventral 側に曲がる個体（Fig. 4.18）や，
pseudoabdomen 全体が緩やかに湾曲する個体（Fig.
4.20）がある．Kozur（1981）は Ps. u-forma から Ps.
sakmarensis へと形態が進化したと考えており，我々
が Ps. sp.  cf .  Ps.  sakmarensis 及び Ps.  sp.  cf .  Ps.
chilensisと同定した個体は，両者の中間形態を示して
いる可能性がある．
　Ps. spp.とした個体（Figs. 4.22-24）には，apical cone
や pseudoabdomen に水平または斜めのsegmentation
が見られる．これらはPs. nodosaやPs. annulataに近
い形態を示しているが，保存状態が悪いため種レベル
の同定は困難である．

５．考　察

　Ps. chilensis は Ling and Forsythe（1987）の Ps.
annulatus - Ps. u-forma u-forma 帯から産出しており，
これは Ishiga（1986，1990）の Ps. u-forma m. I 帯に
相当する．Ps. elegansとPs. simplexはIshiga（1986，
1990）のPs. u-forma m. II帯の主要構成種であり，Ps.
simplex はこの帯の下部に産出が限られるとされる．
一方，Ps. sakmarensis は，Ps. lomentaria 帯から Ps.
scalprata m. rhombothoracata 帯にかけて産出してい
る（Ishiga，1986，1990）．Ishiga（1986，1990）のレ
ンジチャートに従えば，Ps. simplexとPs. sakmarensis
は共存しないとされている．Ps. sp. aff. Ps. scalprata
は Ps.  lomentar ia 帯下部の構成種とされ（Ishiga，
1986），Ps. longicornisもPs. lomentaria帯の構成種の
一つである（Ishiga，1986，1990）．
　以上を基に，本試料から得られた放散虫を総合的に
判断すれば，この群集の層序的位置は Ps. u-forma m.
I 帯から Ps. lomentaria 帯下部に相当すると考えるの
が妥当である．したがって，その年代はIshiga（1986）
に従えばWolfcampianの前期から中期にあたり，国際

層序委員会（International Commission on Stratigraphy:
ICS）のタイムスケール（Gradstein et al., 2004）では
Asselian から Sakmarian 前期に相当する．
　これまでに北部北上帯では，数地点の泥岩などから
ジュラ紀放散虫が報告されている（例えば，竹谷・箕浦，
1984；中江・鎌田，2003 など）．このほか，チャート
から三畳紀の放散虫が検出されたとの記述がなされて
いる（川村ほか，1996；永広ほか，2001）．しかし，そ
れ以前の年代を示す放散虫は報告されておらず，した
がって，本報告は北部北上帯からの古生代放散虫の最
初の報告である．
　今回化石が産出した地点は，葛巻構造線と岩泉構造
線（関‐大平断層）に挟まれた地域に位置している．両
構造線の間の地域に限定すれば，チャートからの後期
ペルム紀コノドントが最も古い年代を示していた．し
たがって，この放散虫群集は両構造線に挟まれた地域
では最も古い年代を示している．
　放散虫を産出した珪質泥岩は見かけ上チャート中に
狭まれた産状を示すが，チャートとの関係は露頭欠如
により不明である．ジュラ紀付加コンプレックスにお
いて海洋プレート層序を復元した場合には，珪質泥岩

（珪質頁岩）はチャートより上位にあたり，砂岩・泥岩
からなる陸源砕屑物の下位層準に位置する場合が多い

（例えば，中江，2000）．また，珪質泥岩が緑色岩類を
覆いチャートに漸移する産状も，丹波帯付加コンプ
レックスから報告されている（例えば，石渡・中江，
2001；中江ほか，2002）．化石から判明している本地域
の年代は，チャートが後期ペルム紀‐後期三畳紀であ
り，泥岩は後期ジュラ紀である．したがって，本地域
の付加コンプレックスが，ジュラ紀付加コンプレック
スの標準的な層序を有していたと仮定するならば，こ
の珪質泥岩はチャートを覆うものではなく，チャート
の下位側で玄武岩類を覆っていた可能性が高い．玄武
岩類を覆う珪質泥岩には，斜長石や玄武岩の岩石片な
どが含まれている（例えば，中江ほか，2002）．しかし，
今回の試料は接触変成を被っているため，初生的な組
織や構成していた岩石片を特定できなかった．一方で，
この珪質泥岩がチャートの層間に整合に堆積したもの
であるという可能性も排除できない．この問題を解明
するためにも，本地域の層序・地質構造の解明を更に
進める必要がある．
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